
4

2006年3月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ396号

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
東
京
電
力
栃
木
北
支
社
、
デ
ィ
ー
･
エ
イ
チ
･
エ

ル
･
ジ
ャ
パ
ン
、
関
東
電
気
保
安
協
会
茨
城
事
業
本
部
、
ピ
ー
エ
ス
ジ
ー
、

日
信
工
業
、
オ
ー
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
シ
ョ
ー
ワ
、
ホ
ン
ダ
ア
ク
セ

ス
、
本
田
技
術
研
究
所
栃
木
研
究
所
、
本
田
技
研
工
業

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
秋
田
地
方
検
察
庁
、
千
葉
地
方
検
察
庁

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
コ
ー
ス
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
フ
ァ

ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ

ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
H
D
S
初
中
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
一
般
／﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
四
輪
安
全
運
転
実
技
診
断
、
四
輪
安

全
運
転
講
習

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
セ
コ
ム
東
京
本
部
・
神
奈
川
本
部
、
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン

﹇
三
輪
﹈＝
ヒ
ガ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ

﹇
四
輪
﹈＝
東
京
電
力
埼
玉
支
店
・
山
梨
支
店
、
東
京
ガ
ス
、
コ
ー
プ
ネ
ッ

ト
、
東
京
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
、
日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
、

み
ど
り
の
里
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ー
Ｍ
Ｅ
、ご
視
察
体
験
会
、
チ
ー
フ

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ホ
ン

ダ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
本
田
技
研
工
業
埼
玉
製
作
所

﹇
講
話
﹈＝
関
東
電
気
保
安
協
会
東
京
東
事
業
本
部

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
、
埼
玉
県
央
広
域
消

防
本
部
、
川
島
町
消
防
団

●
学
校
／﹇
四
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
学
園

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ス
ト
・

バ
ラ
ン
ス
セ
カ
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ

ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ッ
プ
、
山
野
哲

也
ス
ポ
ー
ツ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
取
得
時
講
習
、
初
心
者
講
習
、
Ｈ
Ｍ

Ｓ
初
級
・
初
中
級
の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
セ
コ
ム
、
中
部
電
力
静
岡
支
店
、
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ

パ
ン
、
ヤ
マ
ハ
、
視
察
体
験
会

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
飯
田
市
役
所

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
中
級
・
中
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入

門
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー

ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ
、
高
齢
者
講
習

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
Ｄ
Ｈ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
、
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
、
Ｋ
Ｙ
Ｂ

工
業
、
菱
電
工
機
、
テ
ィ
ー
エ
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、
Ｒ
Ｓ
タ
イ
チ
、
チ
ー
フ

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
本
田

技
研
工
業
鈴
鹿
製
作
所

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
財
務
省
関
税
局
、
名
古
屋
地
方
検
察
庁
、
神
戸
地

方
検
察
庁
、
高
松
地
方
検
察
庁
、
京
都
地
方
検
察
庁
、
鈴
鹿
市
役
、
鈴
鹿

市
高
齢
者
、
三
重
県
ケ
ア
輸
送
サ
ー
ビ
ス

●
学
校
／﹇
四
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
学
園
関
西
校

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク

を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
・
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
コ
ー
ス
、
シ
ト
ロ

エ
ン
オ
ー
ナ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
九
州
、
九
州
電
力
、
エ
フ
コ
ー
プ
生

活
協
同
組
合
、
九
州
風
雲
堂
販
売
、
明
治
乳
業
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修

﹇
四
輪
﹈＝
セ
コ
ム
九
州
、
九
州
電
力
八
女
営
業
所
、
大
塚
産
業
、
チ
ー
フ

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
本
田

技
研
工
業
九
州
法
人
体
験
視
察
会

﹇
講
話
﹈＝
西
部
ガ
ス

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
福
岡
地
方
検
察
庁
、
伊
万
里
市
役
所
、
熊
本
市
消

防
局
、
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
、
上
天
草
地
区
交
通
安
全
協
会

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
の
各

コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
･
サ
ー

ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
中
級
コ
ー
ス
、
ホ
ン
ダ
ク
リ
オ
Ｈ
Ｄ
Ｓ

活
動
短
信
●
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
　
2
月

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
和
光

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８（
４
６
１
）１
１
０
１

ア
ク
ティ
ブ
セ
ー
フ
ティ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
５（
６
４
）０
１
０
０

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
９（
２
９
７
）４
１
１
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
松

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３（
４
３
７
）５
５
５
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３（
５
２
７
）１
１
３
１

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
３（
７
８
）０
３
８
７

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
福
岡

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
９
６
３
）１
４
２
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
熊
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６（
２
９
３
）１
３
７
０

TRAFFIC ADVICE
★交通安全活動をサポートする

ホ
ン
ダ
で
は
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象

に
、ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル（
H
D
S
）

を
全
国
7
ヵ
所
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
も
て

ぎ
、
和
光
、
埼
玉
、
浜
名
湖
、
鈴
鹿
、
福
岡
、

熊
本
）
で
開
催
し
て
い
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ク

ル
マ
の
特
性
を
理
解
し
、
自
ら
の
運
転
能
力
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
運
転
ス
キ
ル
を

向
上
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
同

ス
ク
ー
ル
は
、
公
道
で
走
る
の
が
不
安
、
車
庫

入
れ
が
苦
手
な
ど
の
お
客
様
の
悩
み
や
不
安
に

お
応
え
す
る
初
級
コ
ー
ス
、
よ
り
運
転
の
楽
し

さ
を
追
求
す
る
た
め
の
中
級
、
上
級
コ
ー
ス
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。

１
月
19
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ
で
、
H
D
S
中
級
コ

ー
ス
・
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
II
が
開
催

さ
れ
た
。
同
コ
ー
ス
は
、『
曲
が
る
』
こ
と
に

重
点
を
置
き
、
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ー
ナ

リ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
よ
り
上
質
な

運
転
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

午
前
10
時
、
こ
の
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
10
名

が
教
室
に
集
ま
る
。

最
初
は
座
学
。「
カ
ー
ブ
は
、
ハ
ン
ド
ル
を

き
れ
ば
曲
が
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
カ
ー
ブ
に
合
わ
せ
て
、
ハ
ン
ド
ル
を
き
る

量
と
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
量
を
う
ま
く
連
携
さ

せ
な
い
と
、
限
界
を
超
え
て
タ
イ
ヤ
が
す
べ
り

２
月
10
日
、（
株
）
ホ
ン
ダ
ク
リ
オ
京
葉

（
千
葉
県
柏
市
）
で
ホ
ン
ダ
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ

ド
（
Ｈ
Ｆ
Ａ
）
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｈ
Ｆ

Ａ
は
ホ
ン
ダ
が
広
め
る
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
を

意
味
し
、
事
故
や
災
害
の
現
場
で
負
傷
し
た
人

へ
の
応
急
救
護
が
で
き
る
救
護
員
を
養
成
し
、

広
く
社
会
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
54
年
か

ら
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
参
加
者

は
、（
株
）
ホ
ン
ダ
ク
リ
オ
京
葉
の
全
営
業
ス

タ
ッ
フ
32
名
を
含
む
40
名
。
講
師
は
本
田
技
研

工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
務
め
た
。

Ｈ
Ｆ
Ａ
講
習
会
を
開
催
し
た
背
景
を
早
川
芳

夫
・
（
株
）
ホ
ン
ダ
ク
リ
オ
京
葉
取
締
役
営
業

部
長
兼
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

「
私
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
柏
周
辺
は
千
葉

県
で
も
事
故
が
多
い
エ
リ
ア
な
の
で
、
日
頃
ク

ル
マ
を
利
用
す
る
営
業
ス
タ
ッ
フ
に
人
命
の
尊

さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
安
全
運
転
意
識
の

向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

講
習
で
は
、
ま
ず
呼
吸
と
意
識
の
重
要
性
に

つ
い
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
説
明
。「
倒
れ

て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
周
囲
の
安
全
を
確

認
し
た
上
で
、
肩
を
た
た
い
て
意
識
の
有
無
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
意
識
が
あ
る
場
合
は
勇

気
づ
け
、
意
識
が
な
い
場
合
は
、
負
傷
者
の
身

体
を
仰
向
け
に
し
て
、
下
あ
ご
を
持
ち
上
げ
る

よ
う
に
し
て
、
頭
を
後
ろ
に
そ
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、空
気
の
通
り
道
の
確
保

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
、
救
急
車
を
呼

ん
で
お
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
こ
ま
で
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
す

ク
ル
マ
の
特
性
を
理
解
し
、

安
全
運
転
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
ス
ク
ー
ル

交通安全活動を広げる

SAFETY
REPO

参加者は繰り返し、納得いくまでトレーニング
して、安全運転につながるコーナリングを習得
する

コーナリングの際のアクセル、ブレーキ、ハ
ンドルの連携についてインストラクターがア
ドバイス

倒れている人を見つけた時には、まず声をかけてあげることの重要性が伝えられた

参加者の代表者が人形を使って、心臓マッサージと人工呼吸の練習を行った

[Hondaドライビング・スクール（HDS）］

出
し
て
し
ま
い
ま
す
」。
カ
ー
ブ
に
進
入
す
る

ま
で
の
区
間
と
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
て
い
る
区

間
、
カ
ー
ブ
を
脱
出
す
る
区
間
の
そ
れ
ぞ
れ
で

必
要
な
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ
ー
キ
、
ハ
ン
ド
ル
の

連
携
に
つ
い
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
説
明
し

た
。そ

し
て
、
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
・
南
コ
ー
ス
に

移
動
し
て
、
実
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
始
ま
る
。

最
初
は
『
Ｊ
タ
ー
ン
』。
一
定
の
速
度
で
『
Ｊ
』

の
文
字
を
描
く
よ
う
に
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
い

う
課
題
。
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
て
い
る
区
間
で
は
、

ア
ク
セ
ル
を
一
定
に
保
つ
こ
と
を
習
得
す
る
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
、『
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
』。
最

初
は
、
カ
ー
ブ
の
途
中
に
設
置
し
た
パ
イ
ロ
ン

に
合
わ
せ
て
停
止
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
カ
ー

ブ
へ
最
適
な
速
度
で
進
入
し
な
い
と
パ
イ
ロ
ン

に
合
わ
せ
て
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

れ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
、
同
じ
カ
ー
ブ
を
今
度

は
途
中
で
止
ま
ら
ず
に
、
通
過
し
て
い
く
。
こ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
カ
ー
ブ
に
進
入
す
る
際

の
最
適
な
速
度
を
、
参
加
者
は
覚
え
る
。

最
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
や
直
線
を

組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
走
行
。
参
加
者
は
コ
ー

ス
を
繰
り
返
し
走
行
し
、
こ
の
日
学
ん
だ
こ
と

を
確
認
し
た
。

参
加
者
の
一
人
、
篠
田
孝
男
さ
ん
は
、「
最

初
は
カ
ー
ブ
を
脱
出
す
る
時
に
外
側
に
ふ
く
ら

ん
だ
り
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

お
か
げ
で
、
だ
ん
だ
ん
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
Ｈ
Ｄ
Ｓ

で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
一
般
道

路
を
走
る
時
、
安
全
で
余
裕
の
あ

る
運
転
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

と
、
こ
の
日
の
感
想
を
語
っ
た
。

●（株）ホンダクリオ京葉・Honda First Aid（HFA）講習会

応急救護を学ぶことで、人命の尊さを
再認識し、安全運転に活かす

トレーニングを始
める前に、インス
トラクターがその
日に取り組む課題
と、その目的につ
いて説明

2月14日、ホンダ輸送グループ安全協議
会の「平成17年度年間無事故表彰式」が日
本青年館（東京都新宿区）にて開催された。
同協議会は本田技研工業（株）の輸送業務に
携わる日本梱包運輸倉庫（株）、ホンダ運送
（株）、（株）ホンダ・エクスプレス、（株）光明の
4社で構成され、交通事故をゼロにすること
を目的とし、教育・指導・広報活動を行い、
安全運転の啓蒙と意識高揚を図っている。
毎年、ホンダ輸送グループ安全協議会は
1車当たりの無事故走行キロ数の長い会社を
表彰している。今年度はホンダ運送（株）が
無事故第1位に選ばれ、土橋哲・本田技研工
業（株）専務取締役・安全運転普及本部本
部長から岡本善一郎・ホンダ運送（株）代表
取締役社長に年間優勝杯が授与された。
表彰後、土橋専務が「今後もさらにいい
安全環境を作るために、各社お互いを高め
ながら、連携を強めて事故ゼロをめざして
いただきたい」と祝辞を述べた。また、表
彰された岡本社長は「今年度は個人個人の
意識を安全に向けさせることに取り組んで
きた。安全は全てに優先するということを
トップが意識し、安全運転に取り組んでい
きたい」と語った。

●ホンダ輸送グループ安全協議会無事故表彰式

流通の現場から広がる
事故ゼロへの取り組み
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か
ら
、
負
傷
者
を
目
の
前
に
し
た
時
は
、

実
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」。

続
い
て
、
負
傷
者
が
呼
吸
を
し
て
い

な
い
時
は
人
工
呼
吸
、
心
臓
が
停
止
し

て
い
る
時
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
必
要

性
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
解
説
。
そ

し
て
、
参
加
者
の
中
か
ら
代
表
２
人
が

人
形
を
使
っ
て
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

人
工
呼
吸
の
手
順
と
方
法
を
実
演
し
、

約
１
時
間
の
講
習
会
は
終
了
し
た
。

「
今
後
は
、
Ｈ
Ｆ
Ａ
を
全
社
員
に
普

及
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
機
会
を
通
じ

て
、
お
客
様
に
も
お
伝
え
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
早
川
取
締
役

は
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く

考
え
だ
。


